
(賃貸住宅の管理業務等の迪正化に関する法体第十二条第pЧ項関係)

賃 貸 住 宅 管 理 業 務 実 務 経 験 証 明 書
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管理受能梨約の相手方である賃貸人 【オーナー】

【貨貸住宅管理来者〕
※登録番号

商号又は名称

代 表 者 氏 名

I宅地悠物取引業者〕
免許番号

商号又は名称

代 表 者 氏 名
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被 証 明 者 氏 名

※登録番摂フ・

商 号 又 は 名 称

職 務 内 容

※従業者 :正明沓番月

在 職 翔 問

※登録番号

商 号 又 は 名 称

職 務 内 容

※従業者前E明響番月

在 職 期 間

※登録番弓・

商 号 又 は 名 称

職 務 内 容

※従業者証明書番号

在 触 期 聞

※賀貸住宅の管理業務4の適正化に関する法44に外づく聡鍬番号。従業者縦明書番号が
'rい
鶏合は、空襴の求求ご提出

くださし

l 託明は共務経験先の賃貸住宅管理業者等が行うものとし、中甜者が貸貸住宅管理業者 (法人であるときは、
その役員)であるときは、他の賛貸住宅管理業守、宅地建物l改引業者又は掛定貨貸倍択約若しくは瞥襲受Fセ択約の
相手方である貿貸人 (オーナー)が正明すること。
2 1疵明者が法人であるめ合においては、代表者が証明すること。
3 貨貸住宅の世理業務等の通F化に関する法律に基づく塗像番サが変更されているときは、区別して卍螂lすること。
4 職務内容は貨貸住宅管理に関する管理業務の経験が2年以_L必要です。直近で離明できる融務内容を記戴し、
貿貸住宅管理業務にあたらない業務に従事していた翔間については実務経験の期間とは

'8め

られないため、

卍Inlしないこと命

響約事項
上記の記載事項は、事実と相退ないことを響約します。
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